
【図表1】研究をブランディングの核に

【図表2】事例大学の取り組みとブランディングのポイント
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　こ
れ
ま
で
大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ

で
は
教
育
面
の
手
厚
さ
を
訴
求
す
る
大

学
が
多
く
、
研
究
面
で
の
ブ
ラ
ン
ド
構

築
に
取
り
組
む
大
学
は
一
部
の
国
立
大

学
に
限
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
巻
頭

で
永
田
中
教
審
大
学
分
科
会
長
が
問
題

提
起
す
る
よ
う
に
、
高
等
教
育
に
お
け

る
教
育
、
研
究
、
社
会
貢
献
の
役
割
は

分
か
ち
難
く
、
か
つ
研
究
力
は
教
育
力

に
直
結
す
る
。
特
に
、
研
究
の
強
み
を

教
育
に
生
か
す
こ
と
は
、
教
育
機
関
と

し
て
の
個
性
を
特
徴
付
け
る
た
め
、
研

究
を
核
と
し
た
大
学
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン

グ
は
取
り
組
む
に
値
す
る
だ
ろ
う
。

　研
究
に
よ
る
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
私

大
の
先
駆
け
と
言
え
ば
近
畿
大
学
だ
。

同
大
学
の
研
究
の
代
名
詞
と
な
っ
た

「
養
殖
マ
グ
ロ
」
だ
け
で
な
く
、
建
学

の
精
神
で
あ
る
「
実
学
教
育
」
を
体
現

す
べ
く
、
産
学
連
携
で
研
究
成
果
の
商

品
化
を
積
極
的
に
行
い
、
そ
こ
に
学
生

も
参
画
す
る
。
ま
さ
に
、
研
究
と
教
育

の
特
色
化
の
好
循
環
を
実
現
し
て
い

る
。　社

会
へ
の
発
信
と
い
う
点
で
は
、
埼

玉
工
業
大
学
の
取
り
組
み
も
参
考
に
な

る
。
学
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、

自
動
運
転
技
術
開
発
の
研
究
セ
ン
タ
ー

を
設
立
。
独
自
技
術
を
搭
載
し
た
大
型

バ
ス
を
公
道
で
走
ら
せ
て
社
会
の
認
知

を
高
め
、
学
生
募
集
も
好
調
だ
。

　独
創
的
な
研
究
を
す
る
に
は
、ヒ
ト
・

モ
ノ
・
カ
ネ
の
リ
ソ
ー
ス
確
保
も
課
題

と
な
る
。
徳
島
大
学
は
強
み
で
あ
る

「
光
」
の
分
野
と
、「
医
療
」
の
分
野
を

横
断
し
た
「
医
光
」
の
研
究
を
創
出
。

学
内
リ
ソ
ー
ス
を
融
合
し
て
先
端
研
究

に
取
り
組
む
。
福
井
工
業
大
学
は
、
今

後
の
宇
宙
産
業
の
発
展
を
見
越
し
、
保

有
す
る
パ
ラ
ボ
ラ
ア
ン
テ
ナ
を
利
用
し

た
私
立
大
学
研
究
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
事

業
を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
、
J
A
X
A
や

県
、
地
元
企
業
と
連
携
し
、「
宇
宙
」

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
人
材
育
成
、
研

究
の
拠
点
を
め
ざ
し
て
い
る
。

　北
海
道
大
学
は
大
学
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
核
に
推
進
体
制
を
構
築
し
、
ブ
ラ
ン

ド
形
成
を
加
速
。
サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
へ
の
取
り
組
み
を
研
究
の
柱
に
据

え
、
教
育
・
研
究
を
一
元
管
理
す
る
組

織
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
開
発
、
外
部
と

の
連
携
窓
口
、情
報
発
信
な
ど
を
担
う
。

　神
奈
川
大
学
は
、
研
究
成
果
や
ベ
ン

チ
ャ
ー
支
援
の
成
果
を
、
教
育
に
生
か

す
循
環
を
つ
く
り
始
め
て
い
る
。
化
学

分
野
の
研
究
を
基
に
生
ま
れ
た
学
内
発

ベ
ン
チ
ャ
ー
が
化
粧
品
を
開
発
。
素
材

の
開
発
・
応
用
研
究
に
は
学
生
が
携

わ
っ
た
。
他
分
野
の
学
生
の
教
育
に
も

発
展
さ
せ
て
い
る
。

　詳
細
は
、
P
．26
か
ら
紹
介
し
て
い

る
。
研
究
力
を
教
育
力
、
募
集
力
に
つ

な
げ
る
工
夫
を
参
考
に
し
て
ほ
し
い
。

　

教
育
、研
究
、社
会
貢
献
の

三
位
一
体
で
特
色
化
を

文／本間学

特集  研究力を教育力へ

25 No.306 24No.306

ブランディング 研究力の強化 教育・高大連携への展開

▶入学前に受験生の研究意欲を醸成
（ワークショップ型出前授業、高校生参
加のアイデアソンなど）
▶学部横断で教育を実施する新しい
教育プログラムの開設

▶大学の強みを生かした特定研究の
強化（光、医療など）
▶分野横断、融合的な体制で研究を
推進

独自性の高い研究での学内活性化とと
もに、分野融合の先端研究により国内
外における大学のプレゼンスを向上する

▶先端研究（自動運転技術開発）で得
られた知見を、学部・大学院の教育に
反映

▶理工系学部を横浜キャンパスに集
結させ、学部学科も再編
▶研究素材の化粧品を題材に、マー
ケティング等を学ぶプロジェクトを実施

▶研究成果である画像認識システム
等を搭載した自動運転バスを公道走行
▶産学連携による外部資金獲得に積
極的にチャレンジ

工業大学の使命である「研究の社会
実装」を実現するとともに、学生募集に
おける核（自動運転など）をつくる

▶全学部・学科で「宇宙」をキーワード
にした卒業研究に取り組み、宇宙産業
に貢献する人材を育成

▶既存・新設のパラボラアンテナを活
用した研究強化
▶JAXAや自治体、地元企業と連携協
定を結んで研究を発展・拡大
▶競争的資金獲得へのチャレンジ

大学の“顔”となる研究テーマを掲げ
（宇宙分野）、地域における人材育成と
大学のブランディングにつなげる

▶産学連携に学生を巻き込み、教育
の場とする
▶高校生や保護者向けに、商品化さ
れた研究成果を例示し、「実学教育」を
わかりやすく広報

▶独創的な研究に挑み、成果を社会
に生かして収益を上げ、次の研究に再
投資する自立的な研究サイクルを構築
▶積極的に産学連携に取り組み、研
究に社会課題を取り込む

産学連携で研究成果を商品化する“稼
ぐ研究”を通して、社会に生かす研究と
「実学教育」のブランドを構築

▶学内研究助成制度「分野横断型研
究推進事業」により異分野間の共同
研究を強化

港湾海洋都市・横浜で活動を展開する
大学としてキャンパス再編、新研究所を
ランドマークに認知を広げる

▶シラバスにSDGｓ目標表示
▶１年次必修科目の中で、北大の教
養を開始
▶小中高生の関心が高いSDGｓを軸
にした募集広報

▶「北海道プライムバイオコミュニ
ティ」を形成し、第一次産業のスマート
化の研究を推進
▶農・工・水産等、強い分野を融合さ
せ、研究支援

サステイナビリティへの取り組みによっ
て世界の課題解決に貢献し、サミットや
Web（北海道大学×SDGs）で積極的
に発信
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～大学事例ポイント解説

研究力で大学ブランドを
強めるには？
研究の独自性を打ち出し、ブランディングにつなげようとしている６大学の
事例を紹介する。まずは、各大学の取り組みのポイントを見ていこう。
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